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こ
こ
か
ら
は
、
か
つ
て
美
濃
側
に
流
れ
て
い
た
広
野
河
の
河
道
が
塞
が
り
、
尾
張
側
に
流
路
を
変
え
た
こ

と
。
そ
の
た
め
大
雨
の
た
び
に
尾
張
で
は
大
き
な
被
告
が
発
生
し
た
こ
と
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
尾
張
国

は
政
府
に
広
野
河
の
旧
河
道
へ
の
復
旧
　
（
美
濃
側
河
道
の
掘
開
）
　
を
求
め
、
そ
れ
に
対
し
て
、
政
府
は
許
可

を
与
え
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

こ
の
頃
の
尾
張
国
の
水
害
に
つ
い
て
み
る
と
貞
観
八
年
（
8
6
6
）
　
四
月
条
に
、

1
　
　
岐
阜
県
博
物
館

は
じ
め
に

「
飛
山
濃
水
」
　
の
こ
と
ば
が
あ
ら
わ
す
よ
う
に
、
美
濃
を
読
み
解
く
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
河
川
の
問
題
は

欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
美
濃
に
お
け
る
治
水
の
歴
史
に
つ
い
て
文
献
を
確
認
す
る
と
、
奈
良
、

平
安
時
代
前
期
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
九
世
紀
半
ば
、
美
濃
国
・
尾
張
国
問
で
係
争
と

な
り
、
当
時
の
政
府
に
お
い
て
も
、
大
き
な
問
題
と
し
て
認
識
さ
れ
た
治
水
に
か
か
わ
る
事
件
、
い
わ
ゆ
る

広
野
河
事
件
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

◆
七
旦
羊
巳
。
（
略
）
　
尾
張
阿
波
南
国
風
携
。
百
姓
飢
饉
。
借
貸
尾
張
国
正
税
稀
六
万
束
。
阿
波
固
八
万
東
。

以
救
民
弊
也
。

一
事
件
の
経
緯

広
野
河
と
は
、
古
代
に
お
け
る
「
木
曽
川
」
　
の
一
部
地
域
の
呼
称
で
あ
り
、
そ
の
流
れ
は
美
濃
と
尾
張
の

国
境
を
画
す
役
割
を
果
た
し
た
。
今
回
取
り
上
げ
る
地
域
は
、
美
濃
側
は
、
各
務
郡
か
ら
厚
見
郡
に
か
け
て
、

尾
張
側
で
は
、
中
嶋
郡
、
丹
羽
郡
、
葉
栗
郡
に
か
け
て
の
、
い
わ
ば
木
曽
川
の
中
流
域
に
あ
た
る
。
本
稿
で

は
、
濃
尾
地
域
に
お
け
る
古
代
史
の
一
つ
の
問
題
と
し
て
こ
の
事
件
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
、
『
日
本
二
代
実
録
』
貞
観
巳
年
（
8
6
5
）
十
一
月
甲
戌
条
か
ら
そ
の
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
と
す

る
。
（
以
下
出
典
を
明
示
し
な
い
資
料
は
、
い
ず
れ
も
『
日
本
二
代
実
録
』
国
史
大
系
本
に
よ
る
。
）

と
あ
り
、
貞
観
七
年
（
8
6
5
）
　
に
台
風
が
尾
張
、
阿
波
を
襲
い
飢
饉
が
発
生
、
尾
張
で
は
、
救
民
の
た
め

正
税
六
万
束
の
貸
付
が
実
施
さ
れ
た
。
河
川
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
尾
張
国
に
と
っ
て
当
時
解
決
す
べ
き
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

し
か
し
そ
の
翌
八
年
　
（
8
6
6
）
　
七
月
、
こ
の
工
事
を
巡
っ
て
各
務
郡
大
領
各
務
吉
雄
、
厚
見
郡
大
領
各

務
吉
宗
が
工
事
現
場
を
襲
撃
し
、
尾
張
側
郡
司
が
負
傷
、
中
嶋
郡
役
夫
磯
部
逆
麻
呂
た
ち
三
人
が
射
殺
さ
れ

る
と
い
っ
た
事
件
が
発
生
し
た
。

◆
廿
ヒ
日
中
戊
。
尾
張
囲
言
。
昔
廣
野
河
流
。
向
美
濃
園
。
常
子
斯
時
。
百
姓
無
害
。
而
頃
年
河
口
墾
塞
。

惣
落
此
囲
。
毎
遭
雨
水
。
動
被
巨
富
。
望
請
。
掘
開
河
口
。
令
趣
菖
流
。
太
政
官
庭
分
。
依
請
。

◆
九
日
辛
亥
。
先
是
。
尾
張
園
言
。
奉
太
政
宮
虞
分
。
掘
開
廣
野
河
口
。
令
趣
菖
流
。
而
美
濃
園
各
務
郡
大

領
各
務
「
吉
務
」
吉
雄
。
厚
見
郡
大
領
各
務
吉
宗
等
。
攣
兵
衆
歩
騎
七
百
傑
人
。
襲
来
河
口
。
敲
傷
郡
司
。

射
殺
伎
夫
。
河
水
添
血
。
野
草
諸
富
。
成
功
賂
里
。
有
此
相
妨
。
至
是
。
太
政
宮
下
荷
美
濃
国
司
侮
。
河
流

利
害
。
南
開
争
論
。
彼
此
相
持
。
歴
代
無
施
。
於
是
重
遣
詔
使
。
与
柄
国
司
。
相
共
勘
定
。
更
復
朝
議
。
審

其
得
失
。
下
知
両
国
。
令
其
掘
開
。
両
壁
干
功
役
巳
獲
。
作
事
相
成
。
多
興
兵
使
。
傷
人
流
血
。
艶
云
郡
司

之
無
状
。
抑
亦
幽
吏
∠
不
弁
。
静
而
言
之
。
理
嵩
合
然
。
宜
早
令
掘
開
。
又
壇
興
兵
衆
。
法
禁
是
重
。
而
敷

過
七
百
。
害
及
殺
傷
。
演
禁
固
乱
首
吉
雄
等
。
南
開
司
相
共
録
死
傷
人
数
。
依
責
言
上
。



中田　昭彦

こ
こ
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

1
、
貞
観
八
年
（
8
6
6
）
　
七
月
九
日
以
前
に
、
尾
張
国
が
解
文
を
提
出
し
、
各
務
郡
大
領
各
務
吉
雄
、
厚

見
耶
大
領
各
務
吉
宗
が
、
歩
兵
、
騎
兵
あ
わ
せ
て
七
百
人
以
上
を
率
い
て
広
野
河
　
「
掘
開
」
　
の
「
事
現
場
を

襲
撃
し
、
尾
張
側
の
郡
司
を
負
傷
さ
せ
、
役
夫
を
射
殺
し
た
こ
と
を
報
告
。

2
、
1
の
報
告
を
受
け
て
太
政
宮
は
、
美
濃
同
山
に
向
け
て
、
感
情
を
露
わ
に
し
つ
つ
、
次
の
よ
う
な
命
令

を
下
し
た
。

治
水
問
題
は
、
両
国
に
と
っ
て
長
年
の
係
争
で
あ
り
打
つ
手
が
な
か
っ
た
。
こ
の
た
び
詔
使
、
面
国
司
と

重
ね
て
協
議
、
結
果
を
中
央
に
持
ち
帰
り
朝
議
し
、
両
国
に
工
事
を
下
知
し
た
。
そ
の
工
事
が
完
成
し
よ
う

と
し
た
と
こ
ろ
で
、
美
濃
側
の
郡
司
に
よ
っ
て
軍
事
行
動
が
お
こ
さ
れ
流
血
の
事
態
に
至
っ
た
。
今
回
の
事

件
に
つ
い
て
は
「
郡
司
之
無
状
」
　
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
「
国
吏
之
不
弁
」
　
で
あ
る
と
田
中
ら
を
叱
責
。
工

事
の
再
開
並
び
に
律
令
に
背
い
た
両
郡
司
を
「
禁
固
L
 
L
、
死
傷
者
の
人
数
を
報
告
す
る
よ
う
指
示
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
十
［
余
り
後
の
七
月
廿
日
壬
戌
条
で
は
、
尾
張
国
司
に
対
し
て
次
の
通
り
⊥
事
の
暫
時
停
止

を
指
示
。
こ
こ
か
ら
は
、
事
態
が
好
転
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

◆
廿
日
壬
戊
。
下
知
尾
張
圃
司
。
暫
停
堀
開
河
口
之
事
罵
。

こ
う
し
た
命
令
を
中
央
政
府
が
下
し
た
背
景
は
、
そ
の
後
に
続
く
、
七
月
廿
六
日
条
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

◆
廿
六
日
戊
辰
。
先
是
。
尾
張
圃
言
。
美
濃
園
各
務
郡
大
横
各
務
吉
雄
。
厚
見
郡
大
領
各
務
吉
宗
等
作
乱
之

後
。
未
経
幾
日
。
攣
人
夫
数
百
人
。
研
壊
倉
。
流
失
河
水
。
運
積
沙
石
。
埋
塞
河
口
。
吉
雄
等
引
百
錬
騎
。

往
還
河
遠
。
欲
獲
随
近
之
兵
。
糾
彼
逆
乱
之
由
。
恐
闘
争
起
白
掘
河
之
論
。
遂
車
両
園
接
見
之
陳
。
囚
停
堀

開
。
伏
待
裁
下
。
中
嶋
郡
大
磯
都
道
麿
等
二
人
。
身
従
堀
河
之
役
。
同
病
古
雅
所
射
殺
。
　
是
日
。
太
政
宮

下
知
美
濃
圃
司
。
雅
紀
吉
雄
等
之
犯
過
蔦
。

夫
数
百
人
を
率
い
て
、
工
事
用
倉
庫
を
破
壊
し
て
川
に
流
し
、
上
砂
を
運
ん
で
美
濃
側
へ
の
流
れ
を
「
理
寡
」

し
た
。
古
雅
ら
は
百
余
騎
を
率
い
て
河
辺
を
巡
廻
。
こ
れ
以
上
こ
と
を
荒
立
て
る
こ
と
は
　
「
両
国
接
刃
」
　
の

危
機
に
あ
る
の
で
工
事
は
停
正
し
た
い
。
こ
う
い
っ
た
尾
張
国
司
か
ら
の
報
告
並
び
に
要
望
か
ら
、
射
殺
さ

れ
た
人
物
は
中
嶋
郡
役
大
磯
都
道
麿
た
ち
二
人
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
を
受
け
、
政
府
は
、
同
日
美

濃
国
司
に
対
し
て
、
吉
雄
等
の
犯
罪
行
為
に
対
す
る
　
「
推
紀
」
　
を
下
知
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
記
述
を
み
る
と
、
事
件
の
報
告
は
す
べ
て
尾
張
国
か
ら
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
美
濃
国
か
ら
の
報

告
は
正
史
に
は
収
載
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
『
日
本
二
代
実
録
』
を
編
纂
し
た
段
階
で
、
太
政
官
符
や
尾

張
国
か
ら
の
解
文
を
も
と
に
修
史
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
理
由
と
し
て
は
、
内
容
的
に
美
濃

国
側
の
報
告
に
は
、
尾
張
国
解
を
超
え
る
も
の
が
な
か
っ
た
か
、
事
態
へ
の
対
応
を
扶
き
報
告
が
な
さ
れ
な

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

広
野
河
本
流
の
流
路
変
化
が
尾
張
国
郡
司
に
も
た
ら
し
た
も
の
は
、
水
害
の
問
題
に
加
え
、
新
た
な
本
流

に
よ
っ
て
、
自
ら
の
国
都
支
配
の
分
断
に
つ
な
が
る
問
題
で
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
下
、
工
事
現
場

を
取
り
仕
切
っ
て
い
た
の
は
、
尾
張
国
邪
J
J
で
あ
り
、
農
民
の
差
配
に
あ
た
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
関
　
二

係
を
整
理
す
る
と
、
閉
塞
さ
れ
た
美
濃
側
へ
の
流
れ
が
尾
張
国
郡
司
に
よ
っ
て
　
「
掘
開
」
さ
れ
た
の
で
あ
る

が
、
こ
の
場
合
工
事
場
所
の
中
心
は
広
野
河
右
岸
の
美
濃
側
で
あ
っ
た
。
中
央
政
府
か
ら
の
命
令
が
あ
っ
た

と
は
い
え
、
広
野
河
を
挟
ん
だ
隣
国
で
あ
る
尾
張
国
が
自
国
の
農
民
を
使
役
（
雑
衛
）
な
い
し
は
雇
っ
て
（
雇

役
）
　
お
こ
な
っ
た
美
濃
国
側
に
も
及
ぶ
河
道
の
　
「
整
備
」
が
、
美
濃
側
の
郡
司
層
を
刺
激
し
た
こ
と
は
十
分

に
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
時
代
の
全
国
的
な
動
向
と
し
て
は
、
延
暦
十
一
年
（
7
9
2
）
　
辺
要
の
地
を
除
き
諸
国
の
雷
同
制
が

廃
止
さ
れ
、
国
毎
の
兵
庫
、
鈴
、
蔵
お
よ
び
国
府
等
は
、
郡
司
の
子
弟
か
ら
選
ば
れ
た
健
児
に
よ
っ
て
守
衛

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
以
降
、
律
令
制
を
特
色
づ
け
た
軍
政
分
離
の
体
制
は
解
体
に
向
か
い
、
地
方

豪
族
が
公
然
と
武
装
化
す
る
方
向
に
道
を
開
い
た
。
今
回
取
り
上
げ
た
広
野
河
事
件
も
、
九
世
紀
以
降
頻
発

し
た
、
郡
司
富
豪
層
に
よ
る
、
国
中
等
へ
の
対
椙
の
具
体
例
の
一
つ
と
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

す
な
わ
ち
、
先
日
の
　
「
作
乱
之
後
」
、
間
も
な
く
各
務
郡
大
領
各
務
士
＝
雄
、
厚
兄
郡
大
領
各
務
吉
宗
ら
が
人



広河野事件について

二
　
事
件
の
前
史

こ
の
地
域
に
お
け
る
水
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
記
録
を
留
め
る
限
り
に
お
い
て
も
、
こ
の
事
作
よ
り
前
の
奈

良
時
代
後
期
か
ら
、
繰
り
返
え
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
『
続
＝
本
紀
』
神
護
景
雲
二
年
（
7
6
9
）

八
月
条
に
は

薮
沢
。
諸
園
田
事
。
（
略
）

◆
甲
辰
。
尾
張
圃
海
部
。
中
嶋
二
郡
大
水
。
賜
尤
貧
者
穀
人
一
斗
。

そ
の
中
で
道
橋
以
下
の
解
釈
と
し
て
、
「
其
道
橋
以
下
。
薮
滞
以
上
。
唯
振
地
固
。
知
異
形
界
。
至
於
検

勘
。
不
更
開
渉
。
」
　
の
一
文
が
あ
る
。
ま
た
『
令
集
解
』
釈
説
も
　
「
橋
道
以
下
薮
溝
巳
上
諸
旬
、
皆
如
云
地

面
也
、
不
渉
検
校
也
」
　
と
い
い
、
大
計
も
　
「
以
園
固
勘
知
也
」
　
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
令
義

解
』
営
繕
合
近
大
永
条
に
も
次
の
記
載
が
あ
る
。

と
あ
り
、
奈
良
時
代
後
期
に
は
尾
張
国
海
部
、
中
島
両
郡
に
被
害
を
及
ぼ
し
た
洪
水
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
窮
状
に
対
し
て
、
律
令
政
府
は
翌
九
月
、
次
の
よ
う
な
対
応
を
行
っ
た
。

凡
近
大
水
。
有
醍
防
之
塵
。
園
郡
司
以
時
検
行
。
若
須
修
理
。
毎
秋
収
誌
。
量
功
多
少
。
白
近
及
遠
。

差
人
夫
修
理
。
若
暴
水
汎
溢
段
壊
堤
防
。
交
為
。
人
患
者
。
先
即
修
営
。
不
拘
時
限
。
應
役
五
百
人
以
上
者
。

且
役
日
中
。
若
要
急
者
。
軍
団
兵
士
。
亦
得
適
役
。
所
役
不
得
過
古
口
。

（
『
令
義
解
』
営
繕
令
）

◆
壬
申
。
尾
張
囲
言
。
比
国
与
美
濃
囲
堺
。
有
鵜
沼
川
。
今
年
大
水
。
其
流
没
道
。
毎
日
侵
損
葉
栗
。
中
嶋
。

海
部
二
一
郡
百
姓
田
宅
。
又
国
府
井
図
分
一
言
守
。
倶
居
下
流
。
若
経
年
蔵
。
必
致
漂
損
。
望
請
。
遣
解
工
使
。

開
掘
復
共
営
道
。
許
之
。
（
『
続
日
本
紀
』
）

こ
こ
で
も
、
訴
え
の
主
体
は
尾
張
国
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
河
の
名
称
は
鵜
沼
川
と
あ
る
が
広
野
河
と
同

一
河
川
と
考
え
て
よ
い
。
尾
張
国
は
、
葉
栗
・
中
嶋
・
海
部
郡
の
道
、
百
姓
田
宅
の
被
害
が
あ
り
、
こ
の
ま

ま
放
置
す
れ
ば
そ
の
下
流
に
あ
る
国
府
や
国
分
上
寸
・
国
分
尼
寺
に
被
害
が
及
ぶ
こ
と
は
必
至
の
状
況
で
あ
る

と
訴
え
、
鵜
沼
川
の
旧
河
道
へ
の
復
旧
、
解
丁
使
派
遣
を
訴
え
、
政
府
は
「
許
之
」
し
て
い
る
。
広
野
河
（
鵜

沼
川
）
　
の
乱
流
は
時
代
を
超
え
て
繰
り
返
さ
れ
、
両
国
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
　
（
「
而
同
軍
論
。
彼
此
相
持
。

歴
代
無
施
」
）
　
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

律
令
国
家
に
お
い
て
、
河
川
管
理
は
民
部
省
の
所
管
事
項
で
あ
っ
た
。
『
令
義
解
』
職
員
令
民
部
省
条
に
は

次
の
記
載
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
内
容
か
ら
は
、
河
川
管
理
は
、
民
部
省
の
所
管
で
あ
る
が
そ
れ
は
地
図
上
の
管
兜
に
留
ま
り
、

堤
防
の
補
修
等
、
現
地
に
お
け
る
実
際
の
河
川
管
理
は
国
郡
司
の
責
務
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
　
三

の
た
め
、
広
野
河
の
よ
う
に
国
境
を
画
す
河
川
の
場
合
、
そ
の
管
理
は
容
易
で
は
な
く
現
実
的
な
対
応
が
難

し
い
状
況
が
生
じ
て
い
た
。
事
態
は
尾
張
、
美
濃
両
国
間
の
調
整
で
は
解
決
策
を
兄
い
だ
す
こ
と
が
で
き
ず
、

問
題
は
国
家
に
よ
る
調
整
が
必
要
な
状
況
で
あ
っ
た
。

民
部
省
筒
寮
「

卿
一
人
。
掌
諸
国
戸
口
戸
籍
。
賦
役
。
孝
義
。
優
復
。
縄
免
。
家
人
。
奴
牌
。
橋
道
。
津
済
。
渠
池
。
中
川
。

三
　
事
態
が
動
い
た
理
由

そ
れ
で
は
、
何
故
貞
観
八
年
（
8
6
6
）
　
に
事
態
が
動
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
貞
観
七

年
（
8
6
5
）
　
正
月
　
太
政
大
臣
家
家
令
従
五
位
上
菅
野
弟
門
が
尾
張
介
に
補
任
さ
れ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

る
。
弟
門
は
、
斉
衡
二
年
（
8
5
5
）
、
貞
観
元
年
（
8
5
9
）
　
に
も
尾
張
国
可
（
尾
張
介
）
　
と
し
て
そ
の
地

位
が
確
認
さ
れ
、
現
地
の
事
情
に
通
じ
て
い
た
。
貞
観
七
年
に
は
、
本
官
は
藤
原
良
房
家
の
家
令
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
尾
張
介
は
遙
任
で
あ
る
が
、
実
力
者
に
直
結
し
事
情
に
も
精
適
し
た
人
物
の
補
作
に
よ
っ
て
、
長

年
動
か
な
か
っ
た
状
況
が
動
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
翌
年
一
月
に
は
、
「
従
五
位
L
行
太
政
大
臣
家
令
兼
尾
張

介
菅
野
朝
臣
弟
門
馬
大
塚
。
家
令
如
故
。
」
と
あ
り
、
近
江
大
塚
へ
の
遷
任
が
確
認
で
き
る
た
め
、
そ
の
任
期
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四

は
一
年
に
過
ぎ
な
い
が
、
菅
野
弟
門
の
尾
張
介
へ
の
由
佳
は
、
こ
の
問
題
の
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
。

本
稿
で
は
、
事
態
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
人
物
と
し
て
、
菅
野
弟
門
に
加
え
、
笠
弘
興
の
存
在
の
可
能
性

を
指
摘
し
た
い
。
菅
野
弟
門
が
尾
張
介
に
巾
任
さ
れ
る
二
年
前
の
貞
観
五
年
（
8
6
3
）
　
二
月
尾
張
権
介
笠

弘
興
が
民
部
少
輔
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
笠
弘
興
は
、
そ
の
前
年
の
貞
観
四
年
　
（
8
6
2
）
　
正
月
に
上
佐
守

か
ら
尾
張
権
介
に
遷
任
し
て
い
た
。
民
部
省
は
前
に
述
べ
た
と
お
り
、
河
川
の
把
握
を
お
こ
な
う
こ
と
を
職

掌
と
し
て
お
り
、
笠
弘
興
が
そ
の
第
一
▲
次
宮
に
就
任
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
尾
張
国
の
抱
え
て
い
た
状
況
は
、

所
管
の
宮
司
で
あ
る
民
部
省
に
も
つ
ぶ
さ
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
笠
弘
興
は
、
そ
の
後
遠
江

守
を
経
て
貞
観
六
年
（
8
6
4
）
　
に
も
民
部
少
輔
に
再
任
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
経
歴
か
ら
し
て
も
、
い
わ
ゆ

る
地
方
行
政
に
通
暁
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

四
　
美
濃
守
　
源
頴
　
（
み
な
も
と
の
ひ
い
づ
）

そ
れ
で
は
事
件
発
生
当
時
の
美
濃
側
の
国
司
を
確
認
し
よ
う
。

貞
観
八
年
（
8
6
6
）
正
月
の
史
料
に
、
「
従
五
位
上
行
民
部
少
輔
源
朝
臣
頴
篤
美
濃
守
。
従
五
位
下
行
式
部

大
丞
藤
原
朝
臣
飽
永
篤
介
。
」
と
あ
る
。
美
濃
国
の
守
・
介
は
と
も
に
、
工
事
が
開
始
後
に
補
任
さ
れ
た
面
々

で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
源
頴
に
つ
い
て
も
う
一
年
さ
か
の
ぼ
り
、
貞
観
七
年
（
8
6
5
）
　
正
月
の
叙
任
記

事
を
み
る
と
、
「
従
四
位
下
行
中
務
大
輔
輔
世
王
庶
民
部
大
輔
。
散
位
従
五
位
上
源
朝
臣
頴
篤
少
輔
。
」
　
と
あ

る
。
こ
の
記
事
か
ら
は
、
広
野
河
の
治
水
を
め
ぐ
る
事
態
が
動
く
中
、
源
頴
は
河
川
の
把
握
を
お
こ
な
う
民

部
省
の
い
わ
ば
第
二
次
宮
に
前
述
の
笠
弘
興
の
あ
と
を
お
う
形
で
補
任
さ
れ
、
美
濃
・
尾
張
の
河
川
問
題
を

め
ぐ
る
状
況
を
所
管
す
る
立
場
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

太
政
宮
が
　
「
国
吏
之
不
弁
」
　
と
美
濃
回
申
を
叱
責
し
た
背
景
に
は
、
広
野
河
に
関
す
る
状
況
把
握
を
お
こ

な
っ
た
上
で
任
に
つ
い
た
源
頴
が
任
地
の
状
況
に
手
を
抜
い
て
い
る
こ
と
へ
の
苛
立
ち
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。
こ
こ
で
、
源
頴
に
つ
い
て
も
う
少
し
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
源
頴
は
、
嵯
峨
天
皇
一
一
世
（
孫
）

で
あ
り
、
父
は
承
和
上
▲
年
（
8
4
4
）
　
か
ら
仁
寿
四
年
　
（
8
5
4
）
　
に
わ
た
り
議
政
官
の
首
座
と
し
て
左

大
臣
や
皇
太
子
侍
を
歴
任
し
た
源
常
で
あ
っ
た
。
頴
白
身
は
、
貞
観
元
年
（
8
5
9
）
　
正
月
刑
部
少
輔
か
ら

伊
予
権
介
に
補
任
、
同
二
月
備
前
介
、
同
十
　
月
備
前
守
　
（
任
従
五
位
L
）
　
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
　
「
上
回
」

の
国
司
を
歴
什
し
た
上
で
の
美
濃
守
補
任
で
あ
っ
た
。
源
頬
は
、
こ
の
事
件
の
の
ち
、
貞
観
九
年
（
8
6
7
）

正
月
に
信
濃
守
に
遷
任
し
て
い
る
。

ま
た
、
源
頴
が
信
濃
守
に
遷
任
し
た
の
ち
、
同
二
月
新
た
に
右
近
衛
少
将
藤
原
山
陰
が
兼
廿
（
「
少
将
如
元
」
）

の
形
で
美
濃
守
と
な
っ
た
。
し
か
し
藤
原
山
陰
は
明
ら
か
に
遙
任
で
あ
り
、
中
央
政
府
が
美
濃
国
側
の
政
治

的
動
揺
に
対
し
て
積
極
的
に
介
入
す
る
姿
勢
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
事
件
当
時
の
尾
張
同
の
国
山
名

は
わ
か
ら
な
い
が
、
同
じ
く
九
年
　
（
8
6
7
）
　
正
月
の
人
事
で
守
に
吉
備
仝
継
、
介
に
大
中
日
岡
良
が
任
命

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
美
濃
国
側
で
は
、
介
の
藤
原
飽
永
、
権
介
の
御
春
豊
宗
の
姿
は
、
こ
れ
以
降
確
認
で

き
な
い
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
事
件
直
後
、
貞
観
九
年
（
8
6
7
）
止
月
の
人
事
で
美
濃
・
尾
張
の
守
・

介
の
交
替
に
よ
り
事
件
全
体
が
処
理
さ
れ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

事
件
の
当
事
者
で
、
こ
の
後
も
正
史
の
一
駒
と
し
て
登
場
す
る
の
は
、
美
濃
守
源
頬
と
美
濃
権
守
滋
野
安

戒
で
あ
る
。
滋
野
安
戌
は
、
貞
観
七
年
（
8
6
5
）
　
二
月
に
刑
部
大
輔
か
ら
美
濃
権
守
に
補
任
さ
れ
、
貞
観

十
年
（
8
6
8
）
　
六
月
に
卒
す
る
ま
で
そ
の
地
位
に
あ
っ
た
。

源
頴
が
信
濃
守
に
遷
任
さ
れ
た
後
も
政
治
的
な
命
脈
を
保
っ
た
背
景
に
は
、
嵯
峨
源
氏
の
第
二
世
代
で
あ

り
、
第
一
世
代
で
あ
る
、
源
信
、
源
融
た
ち
が
現
役
の
議
政
宮
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
源
頴
の
兄
弟
で
あ

っ
た
源
興
の
存
在
を
指
摘
し
た
い
。
（
『
公
卿
補
任
』
）
源
興
は
貞
観
八
年
（
8
6
6
）
十
二
月
蔵
人
頭
に
任
じ

ら
れ
、
十
一
年
　
（
8
6
9
）
　
病
に
よ
り
解
官
さ
れ
る
ま
で
そ
の
任
に
あ
た
っ
て
お
り
、
当
時
政
権
の
中
枢
に

い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
（
『
蔵
人
補
任
』
）

こ
の
後
の
源
頬
の
足
跡
は
、
『
［
本
二
代
実
録
』
に
み
ら
れ
る
叙
任
記
事
等
か
ら
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。

貞
観
十
四
年
　
（
8
7
2
）
　
に
は
、
藤
原
良
房
の
姥
去
に
際
し
て
、
雅
楽
頭
と
し
て
、
左
右
兵
庫
の
監
護
に
あ

た
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
元
慶
二
年
（
8
7
8
）
に
は
、
大
和
守
か
ら
但
馬
権
守
に
任
ぜ
ら
れ
、
翌
三
年
（
8

7
9
）
在
任
の
ま
ま
卒
（
従
四
位
下
）
　
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
位
階
が
緩
や
か
に
上
昇
す
る
中
、
主
と

し
て
地
方
宮
を
歴
任
し
続
け
た
こ
と
に
、
広
野
河
事
件
の
影
響
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
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五
　
民
部
卿
　
伴
善
男

貞
観
八
年
（
8
6
6
）
　
当
時
、
広
野
河
事
件
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
中
央
政
界
を
震
撼
さ
せ
る
大
事
件
が
発

生
し
て
い
た
。

◆
　
（
閏
二
月
）
　
十
日
乙
卯
。
夜
。
應
大
門
火
。
延
焼
棲
鳳
翔
鸞
柄
棲
。

◆
　
（
八
月
）
　
二
日
乙
亥
。
左
京
人
備
中
植
更
生
大
初
位
卜
大
宅
首
鷹
取
告
大
納
言
伴
宿
祢
善
男
。
右
衛
門
佐

伴
宿
祢
中
庸
等
同
課
行
火
焼
應
天
門
。

『
日
本
三
代
実
録
』
に
み
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
記
事
が
、
い
わ
ゆ
る
応
天
門
の
変
に
関
す
る
直
接
的
な
記
録
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
中
心
人
物
と
さ
れ
た
、
伴
善
男
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
政
治
状
況
を
み
る
こ
と
に
し

たい。伴
善
男
は
、
参
議
伴
同
道
の
第
五
子
。
仁
明
天
皇
の
知
遇
を
得
て
昇
任
を
重
ね
た
。
承
和
：
一
年
　
（
8
4

6
）
　
右
少
弁
と
し
て
法
隆
寺
僧
善
憧
訴
訟
事
件
に
関
わ
り
、
左
大
弁
正
鵜
王
を
は
じ
め
弁
官
五
名
を
弾
劾
、

失
脚
に
追
い
込
み
、
法
務
に
優
れ
た
宮
僚
と
し
て
名
を
馳
せ
た
。
承
和
一
五
年
（
8
4
8
）
参
議
に
補
任
（
任

従
四
位
卜
）
　
さ
れ
、
中
納
言
を
経
て
、
貞
観
六
年
（
8
6
5
）
　
に
大
納
言
に
補
任
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
貞

観
元
年
（
8
5
9
）
　
十
二
月
民
部
卿
に
補
任
さ
れ
、
同
八
年
（
8
6
6
）
応
大
門
の
変
で
失
脚
す
る
ま
で
、

お
よ
そ
七
年
間
に
わ
た
り
民
部
卿
を
務
め
た
。
多
く
の
卿
が
皇
親
勢
力
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
る
い
わ
ば
名
誉

職
か
収
入
源
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
民
部
卿
は
、
実
務
官
僚
出
身
者
が
卿
を
務
め
た
行
政
上
重
要
な
地
位
で

あ
っ
た
。
伴
善
男
は
、
「
窓
劇
」
と
い
わ
れ
た
民
部
省
の
責
任
者
と
し
て
、
事
務
手
続
き
の
簡
略
化
や
義
倉
未

進
防
圧
政
策
を
推
進
す
る
と
い
っ
た
業
績
が
確
認
で
き
る
。

『
日
本
二
代
実
録
』
の
中
で
、
応
天
門
の
変
に
関
連
し
た
記
述
の
中
で
、

貞
覿
六
年
冬
先
是
。
大
納
言
伴
宿
祢
善
男
与
大
日
相
性
。
漸
積
嫌
隙
。
至
是
有
投
送
書
目
。
大
臣
与
中
納
言

源
朝
臣
融
。
右
衛
門
督
源
朝
匝
勤
等
。
兄
弟
同
課
。
欲
作
反
造
。
令
時
世
散
々
。
善
男
乗
比
。
顆
言
口
。
大

臣
欲
篤
不
善
現
有
先
聞
。
今
飲
章
如
比
。
可
謂
其
反
有
端
夫
。
至
十
七
年
春
。
以
大
日
家
人
清
原
春
瀧
篤
日

向
擦
。
右
馬
少
属
土
師
忠
道
篤
甲
斐
樺
塚
。
左
衛
門
府
日
下
部
遠
藤
篤
肥
後
楢
大
目
。
皆
是
便
於
振
鞍
引
弓
者
。

離
似
奨
摺
。
質
奪
大
臣
之
威
勢
也
。
（
貞
観
十
年
間
十
二
月
一
一
十
八
日
条
）

こ
こ
に
は
、
伴
善
男
に
よ
る
源
信
や
そ
の
弟
源
融
、
源
勤
と
の
対
立
や
、
源
信
の
家
人
の
う
ち
武
術
に
優

れ
た
も
の
を
、
抜
擢
と
称
し
て
地
方
官
へ
転
出
さ
せ
る
と
い
っ
た
行
為
が
な
さ
れ
た
と
の
指
楠
が
み
ら
れ
る
。

源
信
を
頂
点
と
す
る
嵯
峨
源
氏
に
対
し
、
法
務
宜
僚
と
し
て
の
実
績
を
某
盤
と
す
る
伴
善
男
の
対
立
姿
勢
は

強
ま
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
中
、
発
生
し
た
広
野
河
事
件
で
は
、
美
濃
固
守
は
源
信
の
甥
に
あ
た
り
、
数
か
月

前
ま
で
は
、
民
部
卿
－
民
部
少
輔
と
し
て
こ
の
問
題
を
認
識
、
対
応
し
た
源
頴
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況

を
考
え
る
と
　
「
国
吏
之
不
弁
」
と
美
濃
国
司
を
叱
責
し
た
背
景
に
　
「
民
部
卿
」
と
し
て
の
伴
善
男
ら
の
姿
が
　
五

あ
り
、
嵯
峨
源
氏
出
身
者
に
対
す
る
叱
責
と
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
何
れ
に
し
て
も
、
広
野
河
事
件

と
並
行
す
る
よ
う
に
展
開
し
た
応
天
門
の
変
の
混
乱
の
中
、
広
野
河
事
件
は
そ
の
処
置
が
図
ら
れ
る
こ
と
も

な
く
、
結
局
う
や
む
や
の
形
で
決
着
し
た
と
み
る
位
置
づ
け
は
首
是
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

貞
観
之
初
。
輿
左
大
臣
源
朝
臣
信
有
隙
。
数
年
之
後
。
諦
告
大
臣
謀
篤
反
造
。
殆
欲
臨
書
其
後
犯
大
運
之
罪
。

（
貞
観
八
年
九
月
二
十
二
日
条
）

と
あ
り
、
貞
観
の
は
じ
め
、
す
で
に
伴
善
男
と
源
信
の
問
に
は
対
立
が
存
在
し
た
こ
と
を
記
す
。
ま
た
、
源

信
の
粟
伝
に
は
、
次
の
よ
う
な
一
文
が
み
ら
れ
る
。

六
　
源
頴
と
伴
善
男

次
に
、
民
部
卿
伴
善
男
と
源
頴
と
の
関
わ
り
を
み
る
こ
と
と
す
る
。
二
人
の
間
に
は
、
二
度
に
わ
た
り
役

職
上
直
接
の
上
下
関
係
が
確
認
で
き
る
。
　
度
目
は
、
貞
観
元
年
（
8
5
9
）
　
正
月
か
ら
二
月
ま
で
、
源
頴

が
伊
予
権
介
と
し
て
楠
任
さ
れ
る
が
、
そ
の
時
伴
善
男
は
参
議
・
皇
大
后
宮
大
夫
で
伊
予
権
守
を
兼
官
し
て

い
た
。
ま
た
、
前
述
の
と
お
り
貞
観
七
年
（
8
6
5
）
　
正
月
か
ら
翌
八
年
（
8
6
6
）
　
正
月
ま
で
、
源
頴
は

民
部
少
輔
と
し
て
、
作
善
男
は
民
部
卿
　
（
大
納
言
兼
宮
）
　
と
し
て
そ
の
姿
が
み
ら
れ
、
同
一
官
可
の
中
で
の

上
下
関
係
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
任
官
に
関
わ
る
記
事
で
は
な
い
が
、
『
日
本
二
代
実
録
』
に
は
、
次
の
よ

う
な
興
味
深
い
記
述
が
確
認
で
き
る
。



山田　昭彦

貞
観
元
年
十
二
月
廿
土
日
戊
中
条

太
政
宮
論
奏
言
。
前
越
後
守
従
五
位
上
伴
宿
祢
龍
男
令
従
者
公
弥
侯
廣
野
等
。
敵
殺
害
生
物
部
稽
古
。
前
者

稽
古
向
太
政
宮
。
告
訴
守
龍
男
犯
用
官
物
。
故
殺
之
状
下
刑
部
省
。
令
断
龍
男
罪
。
省
稀
合
思
赦
。
直
径
放

免
。
（
中
略
）
刑
部
大
丞
正
六
位
上
藤
原
朝
日
飽
永
。
少
録
従
ヒ
位
卜
秦
忌
寸
秋
野
。
前
少
捕
従
五
位
上
源
朝

臣
頴
。
大
録
従
七
位
上
布
瑠
宿
祢
道
永
等
従
大
乗
丹
班
員
総
言
。
放
出
罪
人
。
（
中
略
）
帝
特
降
優
詔
口
。
龍

男
。
宗
継
。
及
左
馬
寮
宮
人
等
所
犯
。
年
遷
時
饗
。
人
物
改
易
。
飽
永
等
罪
。
成
自
眞
総
。
情
有
可
衿
。
百

中
優
曲
。
並
従
原
看
。
但
刑
部
大
丞
正
六
位
上
兼
中
判
事
丹
塘
眞
入
貢
総
確
執
非
法
放
縦
非
人
。
仇
宮
常
解

任
。
嗣
琴
王
依
先
離
宮
常
免
爵
。

廻
堵
之
志
為
百
姓
∠
父
母
、
仇
年
来
之
問
、
試
用
擬
仕
、
天
性
清
廉
、
民
庶
推
服
、
用
便
之
仕
、
尤
在
作
人
、

謹
案
格
條
、
郡
司
之
選
、
▲
依
固
定
者
、
譜
弟
　
（
第
）
　
之
輩
持
任
諸
国
主
典
己
上
之
後
、
依
曲
解
文
、
越
次

補
任
大
便
之
例
、
不
可
勝
計
、
望
請
宮
裁
、
日
経
傍
例
、
以
作
利
宗
、
越
次
被
補
作
大
領
良
質
死
闘
替
、
弥

令
漕
郡
務
、
仇
録
事
状
、
諒
解

康
保
二
年
二
月
上
巳
日
　
正
六
位
上
行
大
日
上
毛
朝
臣
公
光

正
五
位
卜
行
守
高
階
眞
人
良
應

従
四
位
上
行
左
申
弁
源
朝
臣
保
光
侍
宣
、
左
大
臣
宣
、
奉
勅

以
前
出
羽
権
大
口
各
務
利
宗
、
H
依
圃
解
文
越
次
補
任
美
濃
園
各
務
郡
大
領
秦
良
質
死
闘
之
替

右
少
史
坂
合
部
以
方
仰

こ
こ
に
登
場
す
る
前
越
後
守
・
従
五
位
上
伴
龍
男
は
、
伴
善
男
と
兄
弟
の
関
係
で
あ
り
、
伴
龍
男
の
　
「
故

殺
」
に
対
し
て
穏
便
な
処
分
が
と
ら
れ
た
背
景
に
伴
善
男
の
影
響
力
が
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
か

こ
の
資
料
か
ら
は
、
源
頴
は
、
刑
部
少
輔
と
し
て
伴
龍
男
の
　
「
恩
赦
」
　
に
関
わ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
両
者
の
関
係
は
、
二
度
に
わ
た
る
直
接
の
上
下
関
係
、
紀
龍
男
の
釈
放
と
三
度

に
わ
た
り
直
接
の
関
わ
り
を
も
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
原
信
や
そ
の
弟
た
ち
と
の
対
立
が
高
ま
る
中
、

源
頴
と
伴
善
男
と
の
間
に
は
、
む
し
ろ
接
点
を
兄
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

七
　
そ
の
後
の
各
務
氏
の
行
方

『
類
環
符
宣
抄
』
康
保
二
年
（
9
6
5
）
美
濃
国
司
解
に
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
各
務
耶
大
領
秦
良
質
の
死
去
に
伴
い
、
美
濃
回
申
は
前
山
羽
権
大
日
正
六
位
上
で
擬
任
那
封
で

あ
っ
た
各
務
勝
利
宗
を
正
式
に
同
郡
大
領
に
補
任
さ
せ
た
い
旨
、
解
文
の
提
出
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
資
料

か
ら
は
こ
れ
ま
で
に
も
、
広
野
河
事
件
は
、
各
務
氏
に
対
し
て
決
定
的
な
打
撃
を
与
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
　
六

と
の
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
　
「
譜
弟
　
（
第
）
　
正
胤
、
累
代
門
地
」
　
の
一
文
で
あ

る
。
同
様
の
表
現
は
、
『
類
衆
符
宣
抄
』
応
和
二
年
（
9
6
3
）
尾
張
国
司
解
で
、
海
部
郡
大
便
に
尾
張
宿
祢

是
種
を
推
挙
し
た
際
、
「
是
種
、
譜
第
正
胤
、
交
代
門
地
」
と
あ
り
、
任
地
に
お
け
る
譜
第
の
有
力
者
を
回
申

が
推
挙
す
る
際
の
《
般
的
な
表
現
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
「
廻
堵
之
志
為
百
姓
之
父
母
」
と
い

っ
た
任
地
と
の
関
わ
り
を
強
く
印
象
付
け
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
広
野
河
事
件
か
ら
約
百
年
を
経
た
、
十

世
紀
中
ご
ろ
に
お
い
て
、
各
務
郡
に
お
け
る
各
務
氏
の
地
歩
は
揺
る
ぐ
こ
と
の
な
い
在
地
勢
力
で
あ
っ
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
。

美
濃
国
司
解
　
申
請
　
官
裁
事

請
被
以
前
出
羽
権
大
日
正
六
位
上
各
務
勝
利
宗
越
次
補
任
管
各
務
郡
大
領
秦
良
質
死
闘
替
状

右
謹
検
案
内
、
件
郡
大
領
良
質
、
以
去
月
「
▲
日
、
其
身
死
去
、
方
今
件
郡
、
調
庸
租
税
、
多
勝
他
郡
、
弁

漕
輸
頁
、
常
有
事
煩
、
少
領
離
存
、
其
身
受
性
値
弱
、
臨
時
面
培
、
衰
老
殊
革
、
巳
拙
公
務
、
若
大
領
非
共

人
者
、
恐
致
雑
務
之
擁
滞
、
今
件
利
宗
、
譜
弟
（
第
）
　
正
胤
、
累
代
門
地
、
受
身
雄
什
他
聞
之
主
典
、
猶
有



広河野事件について

八
　
結
語

こ
こ
ま
で
、
先
羊
の
優
れ
た
研
究
を
た
ど
り
な
が
ら
史
料
の
確
認
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
中
で
新
た
に
考
え

ら
れ
る
こ
と
を
あ
げ
る
と
、

1
　
広
野
河
事
件
は
主
と
し
て
広
野
河
の
美
濃
国
側
で
発
生
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
尾
張
同
主
体
の
流

路
変
更
工
事
に
対
す
る
美
濃
国
側
郡
司
の
強
い
反
発
が
あ
げ
ら
れ
る
。

2
　
工
事
が
決
定
さ
れ
た
背
景
に
は
、
民
部
省
を
軸
に
、
美
濃
国
司
、
尾
張
国
中
の
姿
を
み
る
こ
と
が
で
き

る
。
太
政
大
臣
　
（
藤
原
良
房
）
家
家
令
で
尾
張
介
で
あ
っ
た
菅
野
弟
門
の
存
在
に
加
え
、
尾
張
権
介
で
あ

っ
た
笠
弘
興
の
役
割
が
窺
え
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。

3
　
事
件
当
時
、
美
濃
守
で
あ
っ
た
源
頴
の
政
治
的
立
場
は
、
嵯
峨
源
氏
の
第
二
世
代
の
出
自
に
加
え
、
民

部
卿
を
長
く
務
め
た
伴
善
男
と
の
関
わ
り
が
窺
え
る
。
広
野
河
事
件
で
　
「
国
史
の
不
弁
」
　
と
叱
責
さ
れ

な
が
ら
も
政
治
的
な
命
脈
を
断
つ
こ
と
な
く
、
そ
の
後
も
正
史
に
お
い
て
そ
の
動
静
が
確
認
で
き
る
背

景
と
し
て
は
、
応
大
門
の
変
の
発
生
で
事
件
へ
の
対
応
が
　
「
う
や
む
や
に
な
っ
た
」
　
こ
と
に
加
え
て
、

諸
勢
力
と
の
均
衡
を
図
り
つ
つ
政
治
的
な
立
場
を
保
と
う
と
し
た
源
頴
の
姿
が
み
ら
れ
る
。

4
　
広
野
河
事
件
か
ら
約
百
年
を
経
た
十
世
紀
中
ご
ろ
に
お
い
て
も
、
各
務
郡
に
お
け
る
各
務
氏
の
地
歩
は
、

「
譜
弟
　
（
第
）
　
正
胤
、
累
代
門
地
」
　
と
記
さ
れ
て
お
り
、
揺
る
ぐ
こ
と
の
な
い
布
地
勢
力
で
あ
っ
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
。

本
稿
で
は
以
上
四
点
に
つ
い
て
考
察
を
お
こ
な
っ
た
。

2
0
1
2
年
1
月
か
ら
2
月
に
か
け
て
、
岐
阜
県
博
物
館
の
講
師
派
遣
事
業
と
し
て
　
「
各
務
原
市
歴
史
研

究
会
」
、
「
ヒ
ス
ト
リ
ー
各
務
野
会
」
　
に
お
い
て
二
度
の
講
演
を
実
施
し
た
。
そ
の
講
演
の
後
、
お
こ
な
っ
た

受
講
者
と
の
討
議
か
ら
多
く
の
ご
教
示
や
課
題
を
得
た
。
本
稿
は
そ
こ
で
い
た
だ
い
た
課
題
に
対
し
て
お
こ

な
っ
た
、
さ
さ
や
か
な
考
察
で
あ
る
。
考
察
の
機
会
を
い
た
だ
い
た
面
会
参
加
者
の
方
々
に
は
、
改
め
て
お

礼
申
し
上
げ
た
い
。

注1
　
広
野
河
事
件
の
先
行
研
究
と
し
て
、
次
の
文
献
が
あ
げ
ら
れ
る
。

亀
田
隆
之
　
（
一
九
六
．
）
　
「
人
文
論
究
　
1
2
（
2
）
」
　
関
西
学
院
大
学
　
の
ち
に
『
＝
本
吉
代
用
水
史

の
研
究
』
　
（
一
九
巳
二
・
吉
川
弘
文
館
）
　
所
収

野
村
忠
夫
　
（
一
九
ヒ
▲
）
　
『
岐
阜
県
史
　
通
史
編
古
代
』
岐
阜
県

（
一
九
八
〇
）
　
『
古
代
の
美
濃
』
教
育
社

（
一
九
八
六
）
　
『
各
務
原
市
史
　
通
史
編
　
自
然
・
原
始
・
古
代
・
中
世
』
各
務
原
市

佐
藤
宗
詰
　
（
一
九
七
七
）
　
『
平
安
前
期
政
治
史
序
説
』
東
京
大
学
出
版
会

清
田
善
樹
　
（
二
〇
〇
一
）
　
「
研
究
ノ
ー
ト
濃
・
尾
国
暁
の
川
」
　
（
東
海
の
古
代
○
『
美
濃
・
飛
騨
の

古
墳
と
そ
の
社
会
』
同
成
社
）

早
川
万
年
　
へ
一
〇
〇
四
）
　
「
戦
場
と
し
て
の
木
曽
川
の
役
割
」
　
（
『
木
曽
川
学
研
究
』
創
刊
号
－
木
曽

川
学
事
始
－
）
　
木
曽
川
学
研
究
協
議
会

2
　
榎
原
雅
治
　
（
二
〇
〇
八
）
　
『
中
世
の
東
海
道
を
ゆ
く
　
京
か
ら
鎌
倉
へ
、
旅
路
の
風
景
』
中
公
新
書
　
七

榎
原
は
、
中
世
の
旅
行
記
の
記
述
を
詳
細
に
検
討
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
南
北
朝
期
に
は
、
木

曽
川
の
本
流
は
足
近
川
（
境
川
の
分
流
）
で
あ
り
、
現
在
の
木
曽
川
は
を
よ
び
川
（
及
川
）
と
呼
ば
れ
た
。

こ
の
川
が
　
「
両
国
境
の
大
河
」
と
い
わ
れ
る
の
は
、
一
六
世
紀
末
ま
で
下
る
と
す
る
。
表
題
の
通
り
中

世
に
限
定
さ
れ
て
い
る
が
、
中
世
の
　
「
東
海
道
」
　
ひ
い
て
は
美
濃
国
の
河
川
史
を
考
え
る
上
で
も
示
唆

に
満
ち
た
考
察
に
な
っ
て
い
る
。

3
　
工
事
個
所
に
つ
い
て
、
清
田
　
（
一
一
〇
〇
一
）
　
は
尾
張
国
葉
栗
郡
内
木
曽
川
旧
流
路
の
左
岸
近
く
と
推
定

する。

4
　
原
秀
三
郎
　
（
一
九
七
六
）
　
「
郡
司
と
地
方
豪
族
」
　
（
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
3
　
古
代
3
』
）
　
の
ち
に
『
［

木
古
代
国
家
史
研
究
』
　
（
▲
九
八
〇
・
東
京
大
学
出
版
会
）
　
所
収
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彦昭田
「．－“「目
口

5
　
別
表

6
　
野
村
　
（
一
九
七
一
）

7
　
美
濃
守
か
ら
信
濃
守
へ
の
遷
任
に
つ
い
て
野
村
（
一
九
七
一
）
　
は
、
左
遷
的
な
性
格
の
可
能
性
を
指
摘

する。

8
　
野
村
（
一
九
七
一
）

9
　
野
村
（
一
九
七
一
）
　
は
、
讃
岐
国
香
川
郡
百
姓
闘
殺
事
件
に
関
す
る
裁
可
（
『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
八

年
十
月
二
十
五
日
条
）
　
か
ら
、
国
司
の
処
罰
に
関
し
、
遙
任
と
赴
任
で
は
処
分
に
明
確
な
差
が
あ
る
と

し
、
源
頴
に
つ
い
て
美
濃
国
へ
赴
任
し
た
と
と
ら
え
て
い
る
。

事
件
後
滋
野
安
戌
に
対
す
る
処
分
（
異
動
）
　
の
み
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
、
刑
部
大
輔
か
ら
美
濃
権
守

へ
転
任
、
位
階
が
従
五
位
上
と
守
で
あ
る
源
頴
と
同
等
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
、
滋
野
安
戌
は

遙
任
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

佐
伯
有
清
　
（
一
九
七
〇
）
　
『
伴
善
男
』
吉
川
弘
文
館

亀
田
（
一
九
七
三
）
．
た
だ
し
、
讃
岐
国
香
川
郡
百
姓
闘
殺
事
件
に
関
す
る
裁
可
（
『
日
本
三
代
実
録
』

貞
観
八
年
十
月
二
十
五
日
条
）
　
を
み
て
も
、
応
天
門
の
変
の
発
生
に
よ
っ
て
、
政
府
が
地
方
政
治
に
関

し
て
機
能
停
止
に
陥
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

佐
伯
（
一
九
七
〇
）

こ
の
史
料
で
は
、
事
件
当
時
美
濃
介
で
あ
っ
た
藤
原
朝
臣
飽
永
も
正
六
位
上
刑
部
大
丞
と
し
て
登
場
し

て
い
る
。

野
村
　
（
一
九
七
一
）


